
　新型コロナウイルス緊急事態宣言が月末まで延長され、9月25日
（土）に当院で予定されていた広島県集団災害医療救護訓練が中止に
なりました。災害拠点病院としての総合訓練ですが、昨年から連続中止
になりました。今年度は、コロナ流行下でも可能な訓練を考え準備して
いましたのでとても残念です。しかしながら、事前訓練として広島県医
療従事者災害対応研修（Hi-LAT研修：Hiroshima Logistics 
Assistance Training）を、職責者を中心に受講さていただくことがで
きました。当院では毎年院内災害訓練を行っておりますが、それ以上に
学びのある院内訓練になりました。本誌2面の記事をご参照下さい。
　安佐医師会の救急救助訓練も中止になりましたので、災害対応の力
量低下が心配されます。「災害は忘れる前にやってくる」昨今ですが、今
年もまた豪雨による災害がおこりました。地球温暖化の影響で雨量が
増えているのですが、地域によっては人災の要素もあるようです。原因
はともかく、多くの負傷者が生ずれば、医療者なら避けて通れない場
面もあります。日頃からの備えが必要です。
　安佐医師会の今年度の災害医療講演会は、8月26日（木）に「コロナ
禍に災害が起きたら？～災害支援と受援の実際～」と題して、NPO
ピースウインズ・ジャパンの稲葉基高先生（岡山済生会総合病院救急
科医長）によるご講演をいただきました（web配信，写真）。稲葉先生は
災害現場でいち早く救護活動をされておられ、昨年からのコロナ禍で

コロナ禍と災害

　さて、新型コロナウイルス流行の第5波は、緊急事態宣言が月末ま
で延長されたこともあり、広島県の新規感染者数は減少し、入院患者
数も9月5日の487人をピークに減少しています。今回の波は高齢者へ
のワクチン普及による若年層への感染拡大と重症者の減少が特徴で
した。広島県の報告では、8月4日～９月14日で感染者の年代構成は
50代以下が83％とのことでした。感染経路は、判明例の中では家庭中
心が約55%と多く、特に10代は顕著で学校内感染も増加していると
のことです。ワクチンの有効性データも出ており、患者同居家族の感染
率は、未接種37.7%、1回接種27.9%、2回接種13.5%で、2回接種の
感染防止の有効率は64.2%でした。重症化を防ぐ効果では、65歳以上
の患者で、中等症Ⅱ以上の割合は未接種者で41.7%、2回接種者は
13.2%と低かったとのことです。ワクチン接種は供給の問題で混乱が
続いていますが、3回目接種の動きもありますので引き続き重要な課
題のひとつです。
　10月1日から広島県の新型コロナウイルスに関わる医療提供体制
は「フェーズ3」、すなわち「直近1週間の人口10万人あたり感染者が
25人程度発生しても感染者が受け入れられる体制」（広島県では約
100人／日）となり、即応病床は545床に縮小されます。このフェーズ
では当院は入院患者受け入れ病院ではなくなりますので、これまで通
り、発熱患者対応や通常の医療をしっかり行わせていただきます。
　今後とも引き続きよろしくお願いいたします。

の災害にも出動されておられます。当地域でも現実に起きております
ので、大変興味深く拝聴させていただきました。気になるのはコロナ禍
での避難所運営ですが、それは特別なものではなく、以前から避難所
では感染症は流行しやすいことがわかっていて、隔離スペース・換気・
手指衛生が重視されていたとのご指摘でした。3密を回避するとなると
収容人数が減少する為、自宅・知人宅・ホテル・車などでの分散避難が
必要となります。分散避難者にも情報や支援物資が届く取り組みが重
要、とのご指摘がありました。

新型コロナウイルス第6波に向けて
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研修紹介Zoom
In
広島県医療従事者災害対応研修を院内開催

　8月31日と9月7日の2日にわたり、広島県医療従

事者災害対応研修（Hi-LAT研修）を開催し、技術部門

や事務部門の職責者を中心に16名が参加しました。

　本研修は、県立広島病院災害特別支援センターが

主催し、有事の際に災害拠点病院に所属する職員が

病院災害対策本部や災害対応の支援と強化が行え

るよう、ロジスティクスの知識と技術に関する情報を

伝達することを目的としたもので、「広島県医療従事

者災害対応研修（Hi-LAT隊員養成研修）プログラ

ム」に基づき実施されています。

　広島共立病院は新型コロナウイルス感染症の影

響で中止となった昨年に引き続き、今年度も広島県

の集団災害医療救護訓練の会場施設となっており、

その開催施設という事で本研修を受講させていた

だくことができました。

　本来であればこの研修を経て9月25日の広島県

集団災害医療救護訓練にて成果を発揮する予定で

ありましたが、残念ながら新型コロナウイルス感染

症による緊急事態宣言が延長されたため、2年連続

での開催見送りとなりました。

　研修は、広島県のＤＭＡＴロジスティックを中心とし

たメンバーに講師を務めていただき、災害医療概論、

EMIS、災害拠点病院の役割、ロジスティックスの基本

などについての座学や災害時記録やトランシーバー・

衛星携帯電話の実機を用いた実習を行いました。

　2日目には総合演習という形で災害対策本部と救

急外来の指揮所に分かれた実践的な机上演習を実

施、会場を2区画に分けて病院の対策本部と救急受

け入れの現場で無線や伝令などを用いた情報伝達・

情報整理を中心に演習を行いました。

　全カリキュラム終了後に修了試験を受け、無事に

全員合格！ 広島県知事から修了認定証を授かるこ

とができました。参加者は一様に「参加してよかった」

「災害が起きたら何をしたら良いか少しは分かるよう

になった」と、大変前向きな受け止めをしています。

鉄は熱いうちに打てといいますが、この熱が冷めな

いうちに次の院内訓練を計画し実践訓練を行いた

いと思います。
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「当院におけるCOVID-19症例」
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当院におけるCOVID-19の動向（成人症例のみ）

　当院ではCOVID-19診療において、主
に診断という形で尽力している。発熱外
来では2020年4月から2021年7月まで
の間に延べ1322人を診察し、陽性者は
37人(陽性率約2.8%)であった。救急外
来などの症例も含めると、同期間で58人

が新たに陽性と確認され、うち17人は他院への入院が必要と
なった。
　症状や経過が非典型的な症例もあり、いわゆる「見逃し」となっ
たこともある。また検査で偽陰性となった症例もある。現状、あら
ゆる患者を診察する上でCOVID-19の可能性を念頭に置く必要

がある。正しく診断し患者を適切な治療に繋げること、また院内
クラスターを予防し他患者や職員の健康を守ることなどを意識し、
今後も注意深く診療にあたりたい。

全患者数

重症度

37.5℃以上の発熱を認めた者

入院治療を要した者

最終的に死亡が確認された者

計58人（うち男性37人、女性21人 平均52.8歳）

47人（約81%）

17人（約29%）

3人（約5%） いずれも80歳以上の高齢かつ基礎疾患あり

軽　 症 46人（SpO2≧96%）
中等症Ⅰ 4人（93%＜SpO2＜96%）
中等症Ⅱ 　8人（SpO2≦93%）

※2020年4月～2021年7月

「当院における発熱外来」 広島共立病院 酒井 加奈 医師
さかい かな

発熱外来➡当日入院症例の内訳

感染症：93%

　当院の発熱外来では、看護師や検査技
師などのコメディカルスタッフの協力も
あり、年間1000人近くの患者を診療して
いる。COVID-19が流行し、検査体制が
整ってからはほぼ全例にSARS-CoV2 抗
原もしくはPCR検査を行うよう心がけて

いる。感冒や上気道炎も多いが、中には入院加療が必要な症例
もあり、具体的には市中肺炎や胆管炎、尿路感染症の他に、髄膜
炎、Fitz-Hugh-Curtis症候群など、そして非感染症ではリウマチ
性多発筋痛症、ベーチェット病、悪性腫瘍による発熱なども経験
した。今回その中でも特に印象に残った症例を報告したが、これら

を通して、発熱診療における病歴聴取や身体診察の大切さを改めて
実感した。

肺炎
28%  

細菌性腸炎
　　14%  

急性胆管炎
　　14%  

尿路感染症
　  12% 

 

蜂窩織炎
  7%  

その他
 25%  

急性扁桃炎
無菌性髄膜炎
帯状疱疹
伝染性単核球症
感染性心内膜炎
Fitz-Hugh-Curtis症候群

成人Still病
ベーチェット病
PMR + GCA

「コロナワクチンの影響が疑われた事例」 広島共立病院 藤原 匠平 医師
ふじわら しょうへい

　新型コロナワクチンの情勢は、多くの高
齢者が接種を終え、効果が立証されてき
た。一方で、死亡例など有害事象について
報道やSNSでの拡散が広がり、明らかな
因果関係は証明されていないが、不安が
高まっている。コロナワクチンの接種を広

める一方で、不安への個別対応が求められている。コロナワクチ
ンの副反応による脾梗塞を疑った事例を経験したため、紹介した。
　62歳男性が腹痛を主訴に救急受診され、脾梗塞と診断し、入
院で治療を行った。精査では原因を疑う所見は指摘されず、コロ
ナワクチンの副反応は否定できなかった。しかし、明らかな因果

関係は証明できなかった。患者さんは不確実性への不安を感じ
ており、ワクチン接種やその後の対応について、コミュニケーショ
ンを行う重要性を感じた事例だった。

コロナワクチンを迷う

患者さんへの対応

不確実性への不安
前提として、患者さんの意思で
接種する。

感情への対応
患者さんの価値観を知り、
動機付けに繋げる。

継続性などを重視する
もしもの対応を話し合う。
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　この度「地域連携のしおり」（2021年9月版）を2年
ぶりに発行いたしました。各科の特徴等のご紹介と診
療や入院、検査等の予約手順につきましても、改めて
ご紹介させていただいております。ご活用いただき
まして、地域医療連携の一助となれば幸いです。
　地域連携部ではこの度、事務スタッフの体制が変
更となります。お気づきの点等ございましたら、ご指
導いただきますよう、今後ともどうぞよろしくお願い
いたします。

地域連携部だより

地域医療連携センター　地域連携部
直通ダイヤル　☎ 082-879-1203
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診療案内（2021年10月版） ※第2・第4土曜日は休診です。
は事前予約が必要です。
は予約なしでも受診可能です。
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